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民
の
声
が
な
ぜ
届
か
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

塚
本
三
郎 

 
賑
や
か
で
は
あ
る
が
、
静
か
な
街
の
中
を
、
時
お
り
轟
音
を
立
て
て
黒
い
車
が
走
り
抜
け
る
。
彼
等
は

共
産
主
義
反
対
と
中
国
政
権
の
非
道
を
叫
ぶ
。
流
す
歌
は
、
昭
和
維
新
（
青
年
日
本
の
歌
）
で
あ
る
。 

 

歌
の
趣
旨
と
、
掲
げ
る
日
の
丸
は
、
日
本
人
と
し
て
否
定
す
る
何
も
の
も
な
い
。 

 

そ
れ
な
の
に
、
街
の
人
達
に
と
っ
て
は
何
か
違
和
感
が
あ
る
。
本
当
な
ら
ば
彼
ら
に
向
か
っ
て
拍
手
を

送
っ
て
も
良
い
の
に
と
思
う
こ
と
さ
え
あ
る
。
流
す
歌
の
三
番
ま
で
述
べ
て
み
た
、
三
上
卓 

作
詞
作
曲 

一
．
汨
羅
の
渕
に
波
騒
ぎ 

 
 

 

二
．
権
門
上
に
傲
れ
ど
も 

 
 

三
．
噫
呼
人
栄
え
国
亡
ぶ 

 
 

 

 
 

巫
山
の
雲
は
乱
れ
飛
ぶ 

 
 

 
 

国
を
憂
ふ
る
誠
な
く 

 
 

 
 

盲
ひ
た
る
民
世
に
踊
る 

 

 
 

溷
濁
の
世
に
我
起
て
ば 

 
 

 
 

財
閥
富
を
誇
れ
ど
も 

 
 

 
 

治
乱
興
亡
夢
に
以
て 

 
 

義
憤
に
燃
え
て
血
潮
湧
く 

 
 

 
社
稷
を
念
ふ
心
な
し 

 
 

 
 

世
は
一
局
の
碁
な
り
け
り 

 

失
礼
な
言
葉
だ
が
、
黒
い
車
は
愛
国
運
動
よ
り
も
、
市
民
に
対
す
る
威
圧
的
示
威
運
動
に
み
え
る
。 

彼
等
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
今
日
の
時
局
、
政
局
に
対
し
て
余
り
に
も
無
関
心
な
市
民
の
態
度
を

憂
い
、
昭
和
の
は
じ
め
、
日
本
の
政
党
政
治
の
未
熟
と
堕
落
が
招
い
た
悲
劇
を
思
い
出
す
。 

昭
和
の
動
乱
―
政
党
政
治
の
未
熟
さ
が
、
大
衆
の
我
慢
の
限
界
を
超
え
て
い
た
。 

五
・
一
五
事
件
―
こ
の
時
期
の
日
本
は
、
ふ
た
つ
の
動
因
が
あ
っ
た
。 

そ
の
一
つ
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
危
機
感
で
あ
る
。
東
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
が
、
西
か
ら
は
ソ
連
が
迫
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
日
本
は
危
う
い
。
そ
れ
が
国
家
改
造
と
い
う
危
機
を
煽
り
立
て
た
。 

も
う
一
つ
は
、
大
川
周
明
や
北
一
輝
等
の
反
資
本
主
義
、
反
権
力
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。 

 

 

兵
士
の
故
郷
で
あ
る
農
村
が
疲
弊
し
、
農
民
は
娘
を
売
ら
な
け
れ
ば
食
っ
て
ゆ
け
な
い
状
況
に
、
義
憤

を
感
じ
た
人
達
。
そ
こ
か
ら
政
財
界
の
粛
清
、
日
本
政
治
の
刷
新
を
め
ざ
し
た
事
件
が
相
次
い
だ
。 

 

昭
和
七
年
五
月
十
五
日
、
国
家
改
造
を
説
く
日
蓮
宗
の
僧
侶
・
井
上
日
召
の
一
人
一
殺
主
義
。
そ
れ
に

よ
る
国
家
改
造
を
し
な
け
れ
ば
国
民
を
救
え
な
い
、
と
血
気
盛
ん
な
若
者
達
が
、
日
本
を
蝕
む
現
況
を
取

り
除
こ
う
と
し
た
。
「
国
民
よ
！
天
皇
の
御
名
に
お
い
て
君
側
の
奸
を
屠
れ
」
と
。 

 

海
軍
の
三
上
卓
中
尉
を
中
心
に
、
時
の
犬
養
首
相
官
邸
へ
上
が
り
込
み
首
相
を
射
殺
し
た
。
こ
の
事
件

で
は
、
犯
人
に
対
し
て
同
情
が
集
ま
り
、
憂
国
の
志
士
と
み
て
、
減
刑
嘆
願
書
は
三
十
五
万
通
に
達
し
た
。 

二
・
二
六
事
件
―
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日
、
東
京
市
内
は
三
十
年
ぶ
り
の
大
雪
で
真
っ
白
。
麻
布
の

第
一
師
団
の
歩
兵
第
一
連
隊
と
第
三
連
隊
、
そ
し
て
赤
坂
に
あ
る
近
衛
師
団
歩
兵
第
三
連
隊
の
一
部
中
隊

に
非
常
呼
集
が
か
け
ら
れ
た
。
下
士
官
、
兵
一
千
四
百
名
は
、
大
雪
の
降
り
し
き
る
中
を
「
完
全
武
装
に

実
弾
」
、
「
一
日
の
携
帯
食
」
を
持
っ
て
、
襲
撃
目
標
に
向
か
っ
た
。
相
手
は
、 

一
．
岡
田
啓
介
首
相
官
邸 

危
う
く
難
を
逃
れ
る 

 

二
．
鈴
木
貫
太
郎
侍
従
長
官
邸 

重
傷 

三
．
斉
藤
実
内
大
臣
官
邸 

惨
殺 

 
 

 
 

 
 

 

四
．
渡
辺
錠
太
郎
陸
軍
教
育
総
監
私
邸 

惨
殺 

五
．
髙
橋
是
清
蔵
相
私
邸 

惨
殺 

 
 

 

六
．
牧
野
伸
顕
前
内
大
臣
湯
河
原
邸 

危
う
く
難
を
逃
れ
る 

 

昭
和
天
皇
は
こ
の
事
件
に
対
し
て
激
し
い
怒
り
を
示
し
「
断
乎
討
伐
」
を
主
張
さ
れ
た
。 

 

こ
の
二
つ
の
事
件
に
は
、
陸
軍
大
学
校
と
か
海
軍
大
学
校
を
出
て
、
出
世
コ
ー
ス
に
乗
っ
た
将
校
は
一

人
も
加
わ
っ
て
い
な
い
。
当
時
は
、
日
本
男
子
の
一
割
も
中
学
校
へ
あ
が
っ
て
い
な
い
貧
し
さ
で
あ
っ
た
。 

出
世
コ
ー
ス
に
進
む
の
は
、
ほ
ん
の
僅
か
。
当
時
の
風
潮
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
挫
折
感
、
嫉
妬
心
が

芽
生
え
、
そ
こ
に
左
翼
的
思
想
が
忍
び
込
む
余
地
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

北
一
輝
、
大
川
周
明
な
ど
の
思
想
、
即
ち
、
天
皇
中
心
の
社
会
主
義
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ

は
明
治
維
新
と
比
べ
て
、
昭
和
維
新
の
志
士
と
自
負
す
る
情
念
が
あ
り
、
彼
等
青
年
将
校
に
は
良
心
の
呵
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責
は
な
か
っ
た
。
天
皇
を
惑
わ
せ
る
「
君
側
の
奸
」
を
除
く
の
だ
と
い
う
正
義
感
が
中
心
で
あ
っ
た
。 

 
民
主
政
治
を
評
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
・
テ
レ
ス
は
、「
三
悪
政
治
」
と
述
べ
た
。
二
千

年
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
（
イ
）
愚
民
政
治 

（
ロ
）
堕
落
政
治 

（
ハ
）
数
に
よ
る
暴
力
政
治
と
。 

 

自
然
科
学
も
、
社
会
科
学
も
日
進
月
歩
で
、
遂
に
月
の
世
界
に
も
人
間
が
足
を
踏
み
入
れ
る
今
日
。 

 

そ
れ
な
の
に
、「
人
間
の
心
」
は
余
り
に
も
幼
い
。
個
人
の
行
動
も
、
家
庭
生
活
も
、
政
治
社
会
も
、
今

日
に
至
っ
て
、
な
お
進
歩
発
展
し
た
と
言
い
得
る
の
か
。 

人
間
に
は
、
旺
盛
な
欲
求
が
在
り
、
豊
な
感
情
が
あ
り
、
そ
し
て
爽
や
か
な
理
性
も
在
る
。 

 

そ
れ
を
、
程
良
く
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
き
る
智
慧
で
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
欲
求
と
感
情
を
悪
用
、

利
用
し
て
止
ま
な
い
の
が
、
三
悪
政
治
で
は
な
い
か
。
昭
和
の
動
乱
は
、
そ
の
三
悪
が
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。 

 

そ
れ
で
も
民
主
政
治
に
は
、
未
だ
救
い
が
あ
る
。 

 

民
衆
が
悪
政
に
苦
し
む
と
き
、
次
の
選
挙
に
は
、
自
ら
の
力
で
改
め
る
こ
と
の
出
来
る
機
会
が
来
る
。 

血
を
見
ず
に
改
め
ら
れ
る
、
希
望
の
持
て
る
制
度
で
あ
る
。
そ
こ
が
、
独
裁
政
治
と
異
な
っ
て
い
る
。

血
を
出
さ
な
け
れ
ば
改
め
ら
れ
な
い
中
国
の
「
易
姓
革
命
」
に
優
る
。
そ
れ
が
民
主
政
治
で
あ
る
。
今
日

の
日
本
の
政
治
は
、
あ
の
悲
し
き
、
昭
和
維
新
の
よ
う
な
血
を
見
ず
、
希
望
の
政
局
と
な
り
得
る
の
か
。 

民
の
声
が
な
ぜ
届
か
な
い 

 

小
泉
純
一
郎
は
、
あ
た
か
も
国
鉄
民
営
化
の
成
功
を
ま
ね
、
郵
政
を
民
営
化
さ
せ
、
よ
り
健
全
化
さ
せ

る
大
改
革
だ
と
、
庶
民
の
感
情
に
訴
え
た
。
神
経
戦
と
表
現
の
巧
み
さ
で
衆
議
院
選
の
勝
者
と
な
っ
た
。 

小
沢
一
郎
は
、
郵
政
民
営
化
に
よ
っ
て
招
く
、
一
部
の
欠
点
を
大
げ
さ
に
取
り
上
げ
、
そ
の
上
、
衆
議

院
総
選
挙
で
の
、
小
泉
前
首
相
の
や
り
す
ぎ
「
刺
客
の
差
し
向
け
」
等
を
逆
に
訴
え
、
憲
法
の
不
備
を
利

用
し
、
政
権
争
奪
の
策
士
と
な
っ
て
、
野
党
に
君
臨
し
て
い
る
。 

安
倍
晋
三
は
、
国
家
の
基
本
を
体
得
し
た
、
稀
に
み
る
度
胸
あ
る
為
政
者
と
み
え
、
そ
れ
が
与
野
党
に

警
戒
さ
れ
、
特
に
天
下
り
禁
止
の
実
施
で
陰
険
な
官
僚
に
不
安
を
与
え
、
足
下
を
掬
わ
れ
て
自
滅
し
た
。 

安
倍
首
相
に
立
ち
向
か
っ
た
壁
は
巨
大
で
根
が
深
い
。
そ
し
て
辿
り
着
い
た
の
が
福
田
政
権
で
あ
る
。 

 

自
民
、
民
主
そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
の
国
家
は
お
ろ
か
、
両
党
内
に
も
、
共
に
操
舵
室
に
人
が
居
な
い
。 

他
の
連
中
は
専
ら
党
利
党
略
、
あ
る
い
は
派
利
派
略
を
睨
ん
だ
党
内
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。 

自
民
党
に
「
統
治
者
の
気
迫
」
が
失
せ
て
い
て
、
た
だ
権
力
に
し
が
み
つ
く
妄
執
だ
け
が
残
っ
て
い
る
、

官
邸
の
主
人
公
で
あ
る
福
田
首
相
に
当
事
者
能
力
が
全
く
な
い
。
雇
わ
れ
マ
ダ
ム
で
、
そ
こ
に
座
っ
て
い

て
は
い
け
な
い
人
が
座
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
死
に
体
に
な
っ
て
い
る
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
誰
も
辞
任
、

あ
る
い
は
解
散
を
突
き
つ
け
、
実
行
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
め
な
い
。 

冷
戦
構
造
下
で
あ
れ
ば
「
サ
ミ
ッ
ト
花
道
論
」
つ
ま
り
死
に
体
の
総
理
で
も
、
三
ヶ
月
や
四
ヶ
月
、
そ

の
ま
ま
続
け
さ
せ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
今
日
の
日
本
で
は
到
底
そ
ん
な
政
治
的
停
滞
は
許
さ
れ
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
中
西
輝
政
、
月
刊
誌
Ｗ
ｉ
Ｌ
Ｌ
六
月
号
一
部
引
用
） 

 
 

日
本
人
は
、
日
本
人
と
し
て
の
価
値
観
や
心
意
気
な
ど
を
忘
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
化
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
ほ
と
ん
ど
過
度
に
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
て
い
ま
す
。 

我
が
国
は
事
実
上
の
ア
メ
リ
カ
の
被
保
護
国
だ
と
言
わ
れ
る
有
り
様
で
す
。 

中
国
に
対
し
て
は
毒
入
り
餃
子
の
よ
う
な
、
あ
ん
な
簡
単
な
事
件
に
つ
い
て
さ
え
も
物
が
言
え
な
い
。 

 

そ
の
中
国
と
の
間
で
、
争
点
に
な
っ
て
い
る
尖
閣
諸
島
は
沖
縄
県
下
に
あ
る
。
東
シ
ナ
海
も
い
わ
ば
沖

縄
の
前
方
に
広
が
る
。
自
立
国
家
と
し
て
の
自
信
を
持
た
な
い
で
い
る
日
本
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
地

理
的
に
重
要
な
拠
点
と
し
て
存
在
す
る
沖
縄
に
、
日
本
の
自
治
体
と
し
て
の
想
い
が
う
す
い
と
す
れ
ば
、



 3 

そ
れ
は
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
な
の
で
す
。 

日
本
人
は
真
の
意
味
で
、
も
う
一
度
日
本
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
我
が
国
わ

が
国
民
を
守
り
、
日
本
の
価
値
観
で
立
つ
姿
を
国
際
社
会
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

日
本
の
価
値
観
こ
そ
が
、
中
国
の
歪
な
価
値
観
や
、
時
に
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
陥
り
が
ち
な
ア
メ

リ
カ
の
価
値
観
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
櫻
井
よ
し
こ
、
月
刊
誌
正
論
六
月
号
台
湾
に
つ
い
て
の
一
部
引
用
） 

日
本
に
は
、
国
を
憂
う
る
、
ま
と
も
な
政
治
家
が
居
な
い
と
、
嘆
く
人
が
多
い
。
居
な
い
の
で
は
な
い

政
治
の
舞
台
へ
出
て
来
ら
れ
な
い
仕
組
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

三
つ
の
課
題 

第
一
の
問
題
は
、
議
員
の
資
格
を
得
な
け
れ
ば
政
治
の
席
に
就
け
な
い
。 

衆
議
院
が
小
選
挙
区
で
あ
る
か
ら
、
残
念
な
が
ら
、
ま
と
も
な
政
治
家
は
出
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

投
票
の
過
半
数
を
得
る
に
は
、
反
対
者
が
出
る
よ
う
な
政
策
は
提
言
さ
れ
に
く
い
。
政
治
は
大
所
、
高
所

に
立
つ
発
言
が
必
須
で
あ
っ
て
、
反
対
者
が
出
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
。
誰
も
が
賛
成
す
る
政
策
は
、

政
治
で
は
な
い
。 

 

国
家
の
為
、
世
界
の
為
に
論
ず
る
正
論
に
は
、
必
ず
反
対
者
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

欧
米
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
は
、
「
し
っ
か
り
と
し
た
二
大
政
党
の
組
織
」
が
土
台
に
あ
る
。 

 

日
本
は
政
党
政
治
が
前
述
の
如
く
「
余
り
に
も
未
熟
」
で
あ
る
。
従
っ
て
有
為
の
人
材
は
、
選
挙
戦
に

立
候
補
を
避
け
勝
ち
で
、
識
見
な
き
一
部
の
野
心
家
が
競
っ
て
い
る
と
い
っ
て
は
言
い
過
ぎ
か
。 

 

第
二
の
問
題
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
、
評
論
家
と
し
て
の
堂
々
の
論
は
掲
載
す
る
。 

し
か
し
、
政
治
の
舞
台
で
の
発
言
の
報
道
は
、
政
党
及
び
議
会
で
の
地
位
と
肩
書
き
を
中
心
に
す
る
「
発

言
の
順
序
」
に
縛
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
政
治
の
表
舞
台
に
は
正
論
を
出
さ
せ
な
い
。 

今
日
の
日
本
の
論
壇
、
特
に
各
月
刊
誌
に
は
、
数
々
の
正
し
い
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
会
に
は
一
向
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
三
の
問
題
は
、
現
在
の
国
会
議
員
は
、
こ
れ
等
有
識
者
の
憂
国
の
論
を
学
び
、
吸
収
す
る
意
志
が
あ

る
か
を
疑
う
。
非
難
が
ま
し
く
な
る
が
、
現
職
議
員
は
、
国
家
を
論
ず
る
前
に
、
権
力
を
求
め
、
そ
の
為

に
は
、
現
在
の
議
席
を
維
持
、
確
保
す
る
た
め
に
、
持
て
る
大
半
の
力
を
尽
く
し
て
余
裕
を
持
た
な
い
。 

 

政
党
政
治
が
未
熟
で
あ
っ
て
も
、
父
祖
の
優
れ
た
血
筋
の
人
達
は
、
地
盤
が
強
固
で
あ
り
、
未
だ
健
在

で
、
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
と
み
ら
れ
て
い
る
人
達
は
居
る
。
例
え
ば
安
倍
晋
三
、
麻
生
太
郎
、
平
沼
赳

夫
、
与
謝
野
馨
氏
等
で
は
な
い
か
。
こ
れ
等
の
人
達
は
、
次
の
出
番
を
待
つ
よ
り
も
、
一
刻
も
早
く
日
本

を
覆
っ
て
い
る
暗
雲
を
吹
き
払
う
、
よ
り
大
き
な
輝
き
の
役
を
買
っ
て
出
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

政
権
担
当
者
の
無
責
任
と
無
力
化
は
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
か
の
如
く
、
日
本
社
会
は
暴
力
と
非
常
識
の


と
化
し
、
凶
悪
犯
罪
が
続
き
、
世
界
一
の
治
安
を
誇
っ
た
日
本
社
会
は
急
変
し
つ
つ
あ
る
。 

そ
し
て
、
無
責
任
な
行
動
と
発
言
が
常
態
化
し
て
、
住
み
に
く
い
日
本
社
会
へ
堕
落
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
最
早
問
題
点
は
明
ら
か
だ
、
一
日
も
早
く
次
の
課
題
を
如
何
に
し
て
実
行
さ
せ
る
か
だ
。 

第
一
に
新
憲
法
を
創
設
し
て
、
政
治
家
及
び
指
導
者
に
、
国
家
観
を
確
立
す
る
こ
と
。 

 

第
二
に
教
育
の

に
、
個
人
、
家
庭
、
社
会
に
、
倫
理
道
徳
と
愛
国
心
を
徹
底
さ
せ
る
為
、
か
つ
て
教

育
勅
語
に
示
さ
れ
て
い
た
人
倫
の
道
を
、
日
本
人
の
生
き
る
義
務
と
し
て
教
え
る
。 

 

第
三
に
、
青
少
年
に
、
団
体
の
一
員
と
し
て
、「
共
同
生
活
に
よ
る
生
活
体
験
」
を
さ
せ
る
。
そ
の
為
一

定
期
間
の
義
務
を
課
し
て
、
社
会
人
と
し
て
育
成
せ
し
め
る
。 
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